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ひとりで生きられる子 

  みんなで生きられる子 
  校長 岩井 裕美     

 １１名の１年生を迎え、全校児童８２名、教職員１７名で、令和４年度東野小学校がスタートします。 

2015 年英オックスフォード大学で AI(人工知能)などの研究を行うマイケル・A・オズボーン准教

授が、人間が行う仕事の約半分が機械に奪われる—そんな衝撃的な論文を発表しました。コンピュ

ーターの技術革新がすさまじい勢いで進む中で、これまで人間にしかできないと思われていた仕事

がロボットなどの機械に代わられようとしています。4 月 1 日より民法が改正され、成年年齢が 20

歳から 18 歳に引き下げられました。１８歳からたくさんのことが自分の判断でできるようになります。

一方、テレビでは毎日、むごたらしい映像と解説が繰り返し放送されています。グローバル社会で生

きる子供たち。私たちは未来を生きる子供たちに、今こそどんな力をつけなければならないのでしょ

うか。私は東野小の子供たちに将来にわたり、幸せに生きてほしいと願います。「自分に自信をもち、

ひとりでも明るく・力強く生きられる」そんな子になってほしいと願います。「人を思いやり、みんなと

助け合って生きられる」そんな子に育ってほしいと願います。 

令和４年度も、『豊かで 明るく たくましい東野の子』を学校教育目標に掲げ、保護者や地域の

皆様のお力をお借りしながら、全教職員で『元気に登校・笑顔で下校』を合言葉に、『“自信”と“誇

り”を育む教育』を推進するなかで、将来にわたり、幸せに生きる力の礎を育みます。 

◆「自分の頭で考え、行動する」…主体性を伸ばします。 

◆「人を大切にする」…社会性を伸ばします。 

◆「ふるさと東野のよさを知る」…ふるさとを愛する心を育みます。 

保護者や地域の皆様と“ともに創る学校”にします。 

東野小学校の先生方は大変仲が良く、熱心でやる気いっぱいです。どうぞご期待ください。 

令和４年度も、よろしくお願いいたします。 

■ 令和３年度末 定期人事異動について 
【転出・退職】                【転入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学校 転出＞ ５名 

校長：浅井 誠(東濃教育事務所へ) 

教諭：八尋 朱音(笠松町立松枝小学校へ) 

講師：井口 沙織(恵那市立大井第二小学校へ) 

講師・支援員：柘植 中(中津川市のスクール相談

員へ) 

初任者指導：和田 寛(中津川市の初任者指導へ) 

＜退職＞ ２名 

教諭：武藤(李)歩美 

教諭：岩井 菜美 

＜こども園 転出＞ １名 

 保育教諭：松原 美幸（中野方こども園へ） 

＜こども園 退職＞ １名 

 園長：小木曽 真由美   

 

＜小学校 転入＞ ４名 

校長：岩井 裕美(東濃教育事務所より) 

教諭：岡田 萌奈子(新規採用) 

講師：保母 英子(恵那市立大井小学校より) 

初任者指導：本藤 和孝 

(本務 恵那市立武並小学校) 

 

＜こども園 転入＞ ４名 

 園長：市川 紫(大井こども園より) 

保育教諭：河口 賀那（新規採用） 

支援員：樋田 美由紀（大井こども園より） 

支援員：前田 由紀子（大井こども園より） 


